第１号様式（第３条関係）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（表面）
がけ状況調書
	建築場所の

地名・地番
	

	申請者
	氏　　名
	

	
	住　　所

TEL
	

	設計者
	氏　　名
	

	
	住　　所

TEL
	

	建築物概要
	用　　途
	

	
	面　　積
	延べ面積　　　　　　㎡　　　　　　建築面積　　　　　　　㎡

	
	構　　造
	　　　　　　　　　　　　　　造（一部　　　　　　　　　　造）

	
	階　　数
	地　上　　　　　　階建　　　　　　地　下　　　　　　　階建

	
	高　　さ
	軒の高さ　　　　　　ｍ　　　　　　最高の高さ　　　　　　ｍ

	がけの状況
	高　　さ
	

	
	角　　度
	

	
	土　　質
	

	
	種　　類
	

	
	位置図・主要断面図
	※裏面に記載してください。（別図添付も可）

	
	崩壊防止工事の有無
	　有 ・ 無
	※有の場合、裏面に記入してください。

	（記載事項）

　①　がけの状況欄の高さについては、当該建築物の位置と、がけの変換点又は頂点との垂直距離

　　を記入すること。

　②　がけの状況欄の角度については、当該建築物の敷地水平面と、がけの斜面とのなす角を記入

　　すること。

3 がけの状況欄の土質については、風化の状況や締まり具合も記入すること。

　④　がけの状況欄の種類については、「自然がけ」であるか「人工がけ」であるか、「盛土」であ

　　るか「切土」であるかなど記入すること。

　⑤　がけの状況欄の位置図・主要断面図については、当該建築物とがけとの位置関係がわかるよ

　　うに、がけを含む位置図及び断面図を記入し、主要な寸法を記入すること。

　　　なお、当該図面は、裏面に記載するか又は、別紙にて添付すること。（縮尺は自由）

　⑥　がけの状況欄の崩壊防止工事の有無については、当該工事がある場合は、工事の種別、施工

　　範囲、施工時期等を記入すること。（別図添付も可）


第１号様式（第３条関係）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（裏面）
	配　　　置　　　図

	

	断　　　面　　　図

	

	崩壊防止工事の内容
	①工事の種別
	

	
	②施工範囲
	上図に記載してください。

	
	③施工時期
	


第２号様式（第３条関係）
	建築基準法施行条例第３条第３項の

規定の適用申請書
　下記の建築物の確認申請に当たり、建築物が高さ２メートルを超えるがけに接しているため、建築基準法施行条例第３条第１項の規定により、がけから一定の距離を離して建築しなければならないところですが、次の理由により、安全上支障が無いと思われますので、同条例第３条第３項の規定を適用されるよう申請します。

　なお、確認申請における敷地の安全については、防災に充分留意の上、雨水排水等に適切な処置を行い、安全の維持管理に努めます。万一、当該がけが崩壊し、問題が生じた場合は、当方で一切の責任を負います。

記

１　建築物の概要

⑴　敷地の地名地番

⑵　建築物の用途

⑶　建築物の構造

⑷　建築物の延床面積

２　がけの崩壊等に対して安全上支障がない理由

　建築主事　　　　　　　　　様

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　年　　月　　日

建築主　住　所

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　氏　名
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